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グラフェンの炭素原子がゲルマニウムに置き換わったゲルマネンは、大きなスピン・軌道相互

作用により２次元トポロジカル絶縁体となることが予想され、これらの物質を用いた電界誘起ト

ポロジカル・トランジスタなどへの応用が期待されている。また、ゲルマニウム層の層間にカル

シウムがインターカレートされた CaGe2 の前駆体にヨウ化メチルを有機合成化学的手法により反

応させることにより、２次元ゲルマニウムネットワークにメチル基が結合した層状ゲルマナン

（germanane）が得られ、それを単原子層にすることにより直接遷移となり発光が期待されている。

我々は、メチル基やエチル基がインターカレートされた層状ゲルマナンをハロゲン系溶媒中、ホ

ーンタイプの超音波分散機を用いて超音波を照射することにより、効率よく高濃度に安定に分散

させることができ、得られた分散液からデバイスを作製することにより電界発光することも報告

してきた 1, 2)。 

今回は、アルキル基やπ共役系化合物であるフェニル基などをインターカレートさせた層状ゲ

ルマナンの構造の摂動に伴う光学特性の変化を調べた。長さや形状が異なるアルキル基やフェニ

ル基を結合させた層状ゲルマナンは、CaGe2の前駆体に様々なヨウ化アルキルやヨードベンゼンを

アセトニトリル中、室温下で１週間以上撹拌した後、

沈殿物を濾過し、アセトンで洗浄し、減圧乾燥する

ことにより得られた（図１）。層状ゲルマナンの粉末

を、Ｘ線回折法で分析したところ、アルキル基の長

さや形状に応じて層間距離が増大することが分かっ

た。クロロベンゼンに GeR 粉末を加えて、ホーンタ

イプの超音波分散機を用いて超音波を照射すること

により分散液を作製した。得られた GeR 分散液の発

光スペクトルを図２に示す。アルキル基の長さの違

いにより、発光スペクトルが変化することが分かっ

た。これは、長さの異なるアルキル基をインターカ

レートさせることにより、層状ゲルマナン構造が変

化したためであると考えられる。 
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図２.GeR 分散液の発光スペクトル. 

図１.GeR の合成 
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